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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・板橋　利美様～兄様が来院され、PSWとも面談をしている。障害福祉サービスによる補装具の補助について情報提供し、本人と相談し自費で購入するか、補装具で購入するか選択して頂くこととした。また成年後見制度について相談し、昨年は、成年後見人よる金銭トラブルから利用に対して否定的な考えを示していたが、今回は自身も体調不良でいつどうなるか分からないという事もあり、成年後見制度の利用希望あり。兄様が出来る事は行うが、自身の理解力なども不安が出てきた事もあり、兄にとってあまり負担がないように進めて欲しいと希望あり。一旦、市高齢福祉課へ相談してみる事としている。

・藤井　純子様～計画相談の都合により7/30（木）外出時間を13：30～に早めて再申請している。

＜要注目患者様＞				
・川村　貞子様～職員や患者様に対する不満の訴えあり。見守りにて直接的なトラブルはなし。引き続き対人トラブル発生に注意してみていく。
・井上　和美様～診察にて「三叉神経がぐにゃぐにゃになった、先生触って
み？」と何度も主治医へ顔面を触らせようとする行動、体
感幻覚あり。本日夕からバルプロ酸ナトリウムSR錠200mg 1T 増薬の指示あり。	

＜高橋Dr.患者様診察情報＞	
・飯岡　未来様～写真写りを気にされ、行事の写真撮影が嫌だと話す。また昨日副作用で目が上に行ったり、心がざわついて、なになにさんというのが出て来なくなって慌てて、このままだとだめだと言われたりするんですけど、心配だった。その人の症状が良くなったら考えが普通にやれるようになったので、錐体外路みたいなのが問題だと思ってて。頓服飲ませてもらったんですけど、不安時と落ち着かない方を飲んだんですけど、飲んだら落ち着いて。つらくなっても明日大丈夫と思えるようになったと話される。希望されない患者様の写真撮影は行わないこととしている。新たな指示なし。

・川端　定吉様～診察にて「1日が長い、寝てればいいと思ってるけど」との発言あり。可能な限りリハビリ、外出訓練を行い、その状況をみて退院支援を強化していくよう指示あり。

・井上　和美様～診察にて「三叉神経がぐにゃぐにゃになった、先生触ってみ？」と何度も主治医へ顔面を触らせようとする行動あり。「頭がバーンっとする、喉がずれて」との発言、小声での独語を繰り返している。抗精神病薬の変更は拒んでいる様子から本日夕からバルプロ酸を増薬するとの説明に、了承されている。

＜馬渡Dr.患者様診察情報＞	
・坂本　健治様～診察にて青山荘の体験利用は問題なく終えたことを報告される。次回宿泊体験を行い、退院支援・調整を行っていくこととなる。																				
